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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、個人消費の持ち直しの兆しが表れる一方、設備投資や輸

出・生産は横ばいとなっており、足踏みの状態にあります。また、中国経済の減速懸念などの不安材料が一部顕在

化したものの、インバウンド向けビジネスは引き続き拡大しております。 

このような環境のなか、当社グループは、「Ｒｅ－Ｂｕｉｌｔ（リ・ビルト）」の経営方針２年目を迎え、機械

翻訳を含む翻訳事業を新しい事業の柱とするための活動と、既存事業の収益化に向けた活動を積極的に展開いたし

ております。音声認識事業においては、カーナビゲーションやウエアラブル端末及び音声認識と機械翻訳を組み合

わせた多言語音声翻訳の提案を積極的に推し進めております。その結果、観光事業者向けに卓上ロボットを活用し

た音声翻訳配信サービスの事業化に向け、近畿日本ツーリスト株式会社と協業を開始いたしました。また翻訳事業

においては、株式会社メディア総合研究所の人手翻訳事業拡販とともに、「機械翻訳による言語バリアフリーの実

現」を目指して、株式会社みらい翻訳との協業や、当社の連結子会社である株式会社ＡＴＲ－Ｔｒｅｋが総務省に

より採択された「多言語音声翻訳の利活用に関する開発・実証」への共同提案等、翻訳事業の拡大に努めてまいり

ました。 

当社グループの当第２四半期連結累計期間における業績としましては、売上高は1,471百万円（前年同四半期比

113.9％増）、営業損失は105百万円（前年同四半期は営業損失243百万円）、経常損失は115百万円（前年同四半期

は経常損失230百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は115百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する

四半期純損失240百万円）となりました。 

セグメントごとの当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、次のとおりであります。

当社グループは、平成26年10月１日付で株式会社メディア総合研究所の株式を取得し子会社化したことに伴い、

報告セグメントの区分方法の見直しを行い、前第３四半期連結会計期間より、報告セグメントを従来の「ライセン

ス事業」及び「ライセンス以外の事業」の２区分から、「ライセンス事業」、「翻訳事業」及び「その他事業」の

３区分に変更しております。前第２四半期連結累計期間の業績につきましては、変更後の報告セグメントの区分に

基づき作成しております。

セグメントの名称
第15期

第２四半期連結累計期間
（百万円）

第16期
第２四半期連結累計期間

（百万円）

増減
（百万円）

ライセンス事業 639 721 82

翻訳事業 － 412 412

その他事業 48 336 288

売上高合計 687 1,471 783

 

 ① ライセンス事業（音声認識・ＵＩソリューション事業分野、音源事業分野、ＣＲＭソリューション事業分野）

売上高は721百万円（前年同四半期比12.9％増）となりました。

音声認識・ＵＩソリューション事業分野の売上高は570百万円（同29.3％増）となりました。前第２四半期連結

累計期間と比較し、音声認識事業のカスタマイズ業務及び受託業務による収入が増加したことによるものでありま

す。

音源事業分野の売上高は43百万円（同34.7％減）となりました。前第２四半期連結累計期間と比較し、ランニン

グロイヤルティの収入が減少したことによるものであります。

ＣＲＭソリューション事業分野の売上高は107百万円（同17.8％減）となりました。前第２四半期連結累計期間

と比較し、カスタマイズ業務による収入が減少したことによるものであります。

 ② 翻訳事業（翻訳事業分野）

売上高は412百万円となりました。これは、主に前連結会計年度に新たに連結子会社となった株式会社メディア

総合研究所の主力事業である翻訳事業分野の収入によるものであります。
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 ③ その他事業（基盤事業分野、ＩＴ事業分野、映像事業分野、国際事業分野  他） 

売上高は336百万円（前年同四半期比591.0％増）となりました。主な増加要因は、前連結会計年度に新たに連結

子会社となった株式会社メディア総合研究所の事業であるＩＴ事業分野、映像事業分野、国際事業分野の収入296

百万円（平成27年９月以降の当社における国際事業分野計上分含む）によるものであります。

なお、国際事業分野につきましては、平成27年９月に株式会社メディア総合研究所から当社へ移管しておりま

す。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ234百万円減少し4,750百万円となりま

した。

総資産の内訳は、流動資産が3,539百万円（前連結会計年度末比240百万円減）、固定資産が1,210百万円（同６

百万円増）であります。

流動資産の主な変動要因は、現金及び預金の減少72百万円、受取手形及び売掛金の減少80百万円、その他流動資

産の減少118百万円によるものであり、固定資産の主な変動要因は、ソフトウエアの増加43百万円、のれんの減少

19百万円によるものであります。

負債の部では、流動負債が352百万円（同79百万円減）、固定負債が1,526百万円（同１百万円増）であります。

流動負債の主な変動要因は、買掛金の減少15百万円、未払法人税等の減少20百万円、その他流動負債の減少70百

万円によるものであり、固定負債の主な変動要因は、長期借入金の増加７百万円によるものであります。

純資産の部では、利益剰余金の減少115百万円等により2,871百万円（同155百万円減）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期連結業績の予想につきましては、平成27年５月８日公表の数値から変更はございません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分

への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57項－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ０百万

円減少しております。また、当第２四半期連結会計期間末の資本剰余金が10百万円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,829,746 2,756,837 

受取手形及び売掛金 577,477 497,444 

有価証券 100,000 100,000 

仕掛品 36,592 68,377 

その他 239,067 120,129 

貸倒引当金 △2,805 △3,095 

流動資産合計 3,780,078 3,539,692 

固定資産    

有形固定資産 74,662 77,676 

無形固定資産    

のれん 241,941 222,796 

ソフトウエア 218,938 262,632 

無形固定資産合計 460,879 485,429 

投資その他の資産    

投資その他の資産 669,048 647,869 

貸倒引当金 － △174 

投資その他の資産合計 669,048 647,695 

固定資産合計 1,204,591 1,210,801 

資産合計 4,984,669 4,750,493 

負債の部    

流動負債    

買掛金 143,771 127,875 

短期借入金 6,648 11,652 

未払法人税等 26,510 6,455 

賞与引当金 50,349 71,413 

その他 204,841 134,827 

流動負債合計 432,120 352,224 

固定負債    

長期借入金 1,500,000 1,507,490 

繰延税金負債 24,971 19,198 

固定負債合計 1,524,971 1,526,688 

負債合計 1,957,092 1,878,912 

純資産の部    

株主資本    

資本金 716,570 716,570 

資本剰余金 914,795 903,938 

利益剰余金 1,240,062 1,124,271 

自己株式 △69,963 △69,963 

株主資本合計 2,801,463 2,674,816 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 55,160 42,047 

その他の包括利益累計額合計 55,160 42,047 

新株予約権 30,902 3,484 

非支配株主持分 140,051 151,233 

純資産合計 3,027,577 2,871,581 

負債純資産合計 4,984,669 4,750,493 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 687,932 1,471,338 

売上原価 367,058 870,949 

売上総利益 320,874 600,388 

販売費及び一般管理費 563,989 705,943 

営業損失（△） △243,115 △105,554 

営業外収益    

受取利息 4,301 1,352 

受取配当金 3,715 3,936 

助成金収入 － 1,984 

為替差益 7,132 － 

その他 450 1,385 

営業外収益合計 15,599 8,658 

営業外費用    

支払利息 1,214 4,609 

投資事業組合運用損 1,748 1,348 

持分法による投資損失 － 11,986 

その他 500 592 

営業外費用合計 3,462 18,536 

経常損失（△） △230,978 △115,433 

特別利益    

新株予約権戻入益 － 30,902 

特別利益合計 － 30,902 

特別損失    

固定資産売却損 584 － 

事務所移転費用 － 1,155 

子会社移転費用 4,347 － 

特別損失合計 4,931 1,155 

税金等調整前四半期純損失（△） △235,909 △85,685 

法人税、住民税及び事業税 2,444 3,480 

法人税等調整額 27,025 570 

法人税等合計 29,470 4,051 

四半期純損失（△） △265,380 △89,737 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△25,277 26,053 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △240,102 △115,790 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純損失（△） △265,380 △89,737 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 13,868 △13,126 

その他の包括利益合計 13,868 △13,126 

四半期包括利益 △251,511 △102,863 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △226,234 △128,903 

非支配株主に係る四半期包括利益 △25,277 26,040 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」等を適用しております。この結果、資本剰

余金が10百万円減少しております。
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